
計画の名称
計画策定主体

対象市町村

計画の期間

種別 地区数

対象事業
（64）
64

種別
計画（i） 実績（ii）
4,363,714 4,363,714

事業名

①農地整備事業

②水利施設整備事業
③農道整備事業
④農業集落排水事業

目標値
（i）

実績値
（ii）

達成率
（ii）÷（i）

24 24 100%

4,465 4,465 100%

14 14 100%

22 22 100%

4 4 100%

3,830 3830 100%

1,821 1,821 100%
農道の整備により農産物流通の合理化等が図られる
面積（ha）

達成

４．今後の方針

 本計画に基づく事業の実施により、「儲かる農業の実現に向けた取り組みの推進方針」農業農村整備に関する取組方針
（2018～2021）に位置付けられた、競争力強化のための基盤づくり、農村地域の強靭化・インフラ長寿命化、美しく元気な農
村の創生に向けた取組が進められた。引き続き、次期計画「儲かる農業の実現に向けた茨城の農業農村整備計画2025」に基づ
き事業を推進していく。

農業集落排水施設の最適整備構想策定数（市町村） 達成

農業集落排水施設の適切な処理能力確保に資する
機能強化のための調査計画（地区）

達成

農業集落排水処理施設の整備により確保される
排水処理人口（人）

達成

【農村地域の強靭化・インフラ長寿命化】

農業水利施設の整備により用排水機能が確保される
農地面積（ha）

達成

【美しく元気な農村の創生】

農業集落排水施設の機能診断実施市町村数（市町村） 達成

基盤整備を契機とする担い手への農地集積面積（ha） 達成

２．事業効果の発現状況
事業効果の発現状況

 生産性の高い水田の基盤づくりと、高品質な青果物を安定供給する畑地の基盤づくりにより、農業
生産性の効率化や高付加価値化が図られた。
 農業水利施設の補修・更新等により農業水利施設の長寿命化と農村地域の強靭化が図られた。
 農道の新設により農産物流通の合理化が図られた。
 機能診断や最適整備構想の策定により既存施設の有効活用や長寿命化対策が促進された。

３．成果目標の目標値の実現状況

定量的指標 備考

【競争力強化のための基盤づくり】

 ５年間で64地区を計画に位置付けて事業を実施した。進捗率は100%であり、計画どおりの進捗が図られた。
対象事業
上段：計画
下段：実績

内訳
農地整備事業（５地区）、水利施設整備事業（13地区）、農村整備事業（農道
整備事業・農業集落排水事業46地区）

全体事業費
事業費（千円） 進捗率（％）

（ii）÷（i）
備考

対象事業
100%

１．交付対象事業の進捗状況

農山漁村地域整備計画 事後評価書
儲かる農業の実現に向けた茨城の農業農村整備計画
茨城県

土浦市、古河市、石岡市、常総市、常陸太田市、高萩氏、北茨城市、取手市、鹿嶋市、守屋氏、常陸
大宮市、那珂市、筑西市、稲敷市、かすみがうら市、桜川市、鉾田市、つくばみらい市、小美玉市、
茨城町、城里町、美浦村、阿見町、八千代町、堺町、日立市、笠間市、龍ケ崎市、結城市、つくば市

令和２年度～令和６年度（５カ年）


